
最終更新日： 2026年3月9日

１年生／２年生選択

授業の概要 全体の約３分の２は市場の機能の理解に充てる。様々な市場現象の背後にあるメカニズムを、シ

ンプルな理論モデルを用いて適切に理解できるようになることを目標とする。また、機会費用や

限界原理といった経済学の基本的な考え方に慣れることを目指す。残りは、企業戦略や雇用慣行

など、より現実的な企業行動や経済現象を、ゲーム理論や情報の経済学を駆使したモデルで解釈

する方法を学ぶ。

・QBSインフォメーションボード（website）

・九州大学Moodle授業の最新情報

案内方法

授業形態

26176001

現実の経済現象を論理的に解釈す

るための経済学の基本的な考え方

を学ぶ。

開講予定日
①4/13　②4/20　③4/27　④5/11　⑤5/18　⑥5/25　⑦6/1　⑧6/8　⑨6/15　⑩6/22　⑪6/29

⑫7/6　⑬7/13　⑭7/22　⑮7/27

個別の

学習目業

キーワード

開講学期

ミクロ経済学

2

月曜

前期

Ⅰ限
授業科目名

（講義題目）

単位数

曜日時限

対象学生科目区分講義コード

 

各回の＜講義のねらい＞を参照。
全体の

教育目標

履修条件

担当教員名 堀　宣昭

・ディスカッション

・講義・演習

試験・成績

評価の方法等

教科書及び

参考図書

授業の進め方

成績評価は提出課題の採点による。

◎『アセモグル/レイブソン/リスト ミクロ経済学』（以下ALLミクロ経済学）東洋経済新報社,

2020, 3800円＋税（キンドル版有）

ディスカッション（演習）＋講義＋課題の解説

・スライド資料（電子媒体）

・テキスト（紙媒体）

・板書使用する

教材等


